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は
じ
め
に 

本
書
は
、
約
十
年
前
か
ら
続
け
て
い
る
古
文
書
講
座
の
教
材
と
し
て
使
用
し
た
古
文
書
原
文
と
、
そ
の
解
読
文
、

解
説
を
一
タ
イ
ト
ル
づ
つ
ま
と
め
て
小
冊
子
に
し
た
も
の
で
す
。 

 

教
材
の
内
容
は
主
と
し
て
江
戸
時
代
で
す
が
、
一
部
、
戦
国
時
代
お
よ
び
明
治
初
期
の
事
柄
も
含
み
ま
す
。 

原
文
は
図
書
館
、
公
文
書
館
、
博
物
館
、
史
料
館
、
大
学
図
書
館
な
ど
か
ら
入
手
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
文
掲
載

個
所
に
そ
の
入
手
先
、
出
典
を
記
載
し
て
い
ま
す
。 

ペ
ー
ジ
数
を
節
約
す
る
た
め
に
原
文
の
編
集
を
行
い
、「
Ａ
４
横
」、
あ
る
い
は
「
Ａ
４
縦
」
に
収
ま
る
よ
う
に
調

整
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
文
字
が
大
き
す
ぎ
た
り
、
小
さ
す
ぎ
た
り
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。 

 

解
読
に
は
慎
重
を
期
し
ま
し
た
が
、
第
三
者
に
よ
る
校
閲
な
ど
を
経
て
い
ま
せ
ん
。 

誤
字
・
脱
字
、
あ
る
い
は

解
読
間
違
い
な
ど
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
ご
容
赦
下
さ
い
。 

 

ご
指
摘
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
巻
末
の
著
者
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

も
と
も
と
は
講
義
録
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、
電
子
書
籍
の
形
に
編
集
し
直
し
て
、
公
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
古
文
書
を
学
ぼ
う
と
す
る
方
々
、
更
に
多
く
の
古
文
書
を
読
ん
で
見
た
い
と
い
う
方
々
、

古
文
書
講
座
の
教
材
を
探
し
て
い
る
方
々
の
た
め
に
、
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
す
。 

 

著
者 

 
 

一
杉 

勝
。 

  
 

 
 

 

  

解
読
文
の
凡
例 

 

一
、
解
読
文
は
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
活
字
に
置
き
換
え
た
も
の
で
、
漢
文
の
読
み
下
し
文
に
あ
る
返
り
点
（
レ
）
や
、

一
、
二
点
な
ど
は
省
略
し
て
い
る
。 

二
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
て
い
る
が
、
原
文
の
く
ず
し
字
が
旧
字
を
く
づ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
た
め
に
、
解
読
文
に
も
適
宜
旧
字
を
使
用
し
て
い
る
。 

三
、
変
体
仮
名
は
原
則
と
し
て
ひ
ら
が
な
に
直
し
た
。 

「
ゑ
」
「
ゐ
」
も
原
則
「
え
」「
い
」
と
し
た
が
、
一
部
、

原
文
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
た
め
に
「
ゑ
」「
ゐ
」
と
す
る
事
も
あ
る
。 

四
、
助
詞
の
「
者
」「
而
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
は
、
て
」
と
表
記
し
た
が
、
目
的
格
助
詞
の
「
江
」
に
つ
い
て
は
現
代

語
の
よ
う
に
「
へ
」
と
表
記
し
た
。 

 
 

ま
た
、「
茂
」、「
与
」
に
つ
い
て
は
「
も
、
と
」
と
表
記
し
て
い
る
。 

四
、「
ゟ
」、「
〆
」
な
ど
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
て
い
る
。 

五
、
原
文
に
句
読
点
が
な
い
（
こ
と
が
多
い
）
が
、
解
読
文
は
読
み
や
す
く
、
意
味
を
と
れ
る
よ
う
に
、
多
め
に
句

読
点
を
い
れ
て
い
る
。 
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品
川
で
鯨
突
留
一
件 

 

「
雑
事
記
」 

 

国
立
公
文
書
館 
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解
読
文 

 

寛
政
十
戊
午
年
五
月
朔
日
、
品
川
猟
師
町
に
て 

 
 

 
 

鯨
突
留
一
件 

 
 

 
 

 
 

鯨
突
留
一
件
書 

一 

午
五
月
朔
日
、
南
品
川
猟
師
町
に
お
い
て
、
朝
五
時 

頃
、
鯨
突
留
、
其
段
右
村
役
人
よ
り
御
役
所
へ
訴
上
候 

に
付
、
翌
二
日
、
御
代
官
為
見
分
御
越
被
成
候
に
付
、
宿
内
取 

締
方
申
付
候
。 

一 

同
二
日
、
御
代
官
大
貫
治
右
衛
門
様
御
通
行
、
為
御
出
迎
猟 

師
町
役
人
・
三
宿
役
人
、
八
ツ
山
へ
罷
出
申
候
。
昼
九
時
頃 

御
代
官
御
越
被
成
、
直
に
鯨
突
留
場
所
御
見
分
有 

之
、
夫
よ
り
元
名
主
平
大
夫
宅
へ
被
成
御
越
、
御
手
代
菅 

井
深
右
衛
門
殿
・
小
宮
山
与
作
殿
・
安
藤
所
市
殿
御 

掛
り
に
て
、
猟
師
町
名
主
無
之
、
年
寄
惣
兵
衛
・ 

組
頭
三
十
郎
・
百
姓
代
作
兵
衛
、
鯨
突
留
候
迠
の
始 

末
御
尋
有
之
、
御
書
留
に
相
成
候
。 

一 

昨
夜
、
御
手
代
小
宮
山
与
作
殿
御
越
被
成
、
鯨
正
写
絵 

圖
差
出
可
申
旨
、
猟
師
町
へ
被
仰
付
、
右
浦
方
よ
り
絵 

圖
仕
立
候
も
の
、
宿
方
へ
願
に
付
、
當
宿
組
頭
次
郎
八 

へ
申
付
候
。
則
平
大
夫
於
役
宿
に
鯨
絵
圖
相
仕
立
、 

弐
枚
差
上
申
候
。
御
代
官
御
持
参
被
成
候
御
繪
圖
、 

鯨
種
類
十
二
、
三
品
有
之
候
内
、
座
頭
鯨
と
申
有
之
、
此 

度
突
留
候
鯨
、
右
座
頭
鯨
に
似
寄
候
。 

一 

小
宮
山
与
作
殿
・
安
藤
所
市
殿
、
御
支
配
内
町
方
在
宿
方 

 
 

へ
鯨
の
入
札
御
廻
状
出
る
。 

一 

御
郡
代
御
留
役
宮
川
龍
八
郎
様
御
越
被
成
、
急
に
明
二
日 

 
 

濱
御
庭
へ
御
成
被
仰
出
、
今
夜
中
是
非
濱
御 

     

   

・
解
説
参
照 

・
朝
四
時
頃 

  

・
関
東
郡
代
配
下
の
代
官 

 
 

 

（
郡
代
付
代
官
） 

 

・
代
官
の
属
僚 

御
家
人 

         

・
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
一
種
。
中
形
で
も

体
約
十
一
か
ら
十
四
㍍
、
体
重
三
十

㌧
に
及
ぶ
大
形
鯨 

  

・
現
在
の
浜
離
宮
恩
賜
公
園 
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庭
へ
鯨
引
付
被
仰
付
、
右
に
付
、
猟
師
町
辺
に
て
引
付 

方
差
滞
筋
無
之
哉
、
御
糺
有
之
候
。
村
役
人
申
上
候 

は
、
當
時
猟
船
四
拾
八
艘
有
之
候
に
付
、
御
差
支
無
之 

旨
、
依
之
鯨
引
付
御
用
、
猟
師
町
計
へ
被
仰
付
候
。 

然
共
、
海
上
の
儀
に
付
、
何
様
違
変
可
有
之
哉
難
計
、 

為
御
用
意
、
猟
師
町
計
に
て
は
不
及
手
候
節
は
、
大
井
・ 

大
林
（
森
ヵ
）
町
・
濱
川
町
の
船
、
早
々
差
出
可
申
旨
被
仰
付
、 

濱
御
庭
迠
引
取
候
途
中
に
て
違
変
の
節
は
、
芝 

金
杉
浦
の
船
、
早
々
差
出
可
申
旨
被
仰
付
候
。 

一 

夕
七
つ
時
頃
、
鯨
引
出
申
候
。
鯨
御
差
添
の
御
手
代
原 

善
右
衛
門
殿
・
市
川
藤
蔵
殿
御
組
壱
人
・
大
貫
治
右
衛
門
様
・ 

宮
川
龍
八
郎
様
、
脇
本
陳
（
陣
）
幸
右
衛
門
方
に
て
御
休
息
有 

之
、
夫
よ
り
御
舟
に
て
御
濱
へ
御
越
被
成
候
。 

一 

大
貫
様
よ
り
鯨
引
付
人
足
へ
酒
弐
樽
被
下
置
候
。 

一 

鯨
引
付
候
船
弐
拾
壱
艘 

内
鯨
浮
船
四
艘
、
御
用
船
、
村
役
人
乗
候
船
并 

鯨
引
船
と
も
拾
弐
艘 

一 

三
日
、
濱
御
庭
へ
御
成
。 

一 

暮
時
頃
、
鯨
濱
御
庭
を
引
出
し
、
品
川
沖
へ
戻
し 

申
候
。 

一 

四
日
、
大
貫
治
右
衛
門
様
御
手
附
小
嶋
傳
右
衛
門
様
御
出
役
、
御
旅 

宿
南
品
川
長
兵
衛
宅
へ
、
猟
師
町
役
人
・
三
宿
役
人
へ 

被
召
呼
、
被
仰
渡
候
は
、
今
般
、
當
浦
に
お
い
て
鯨
突 

留
、
入
上
覧
、
是
迠
に
無
之
格
別
御
機
嫌
宜
敷
、
依
之 

外
に
入
札
相
止
、
直
に
猟
師
町
へ
被
下
置
候
。
且
又
御
定 

法
弐
拾
分
一
上
納
、
是
又
不
被
及
御
沙
汰
に
、
然
上
は
村 

方
に
お
い
て
切
取
候
共
、
又
は
脇
へ
賣
拂
候
と
も
勝
手 

次
第
取
計
可
申
旨
被
仰
渡
候
間
、
猟
師
町
に
て
此
上
勝 

 

      

・
浜
川
町
：
現
在
の
東
大
井
辺

の
漁
村 

   

・
品
川
宿
の
脇
本
陣 

        

・
手
附
：
一
般
人
か
ら
登
用
さ 

れ
た
代
官
所
の
属
僚 

  

・
御
定
法 解

説
参
照 
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手
次
第
の
事
に
候
得
共
、
如
何
取
計
候
哉
、
猶
ま
た
為 

心
得
御
聞
被
成
度
旨
被
仰
聞
候
に
付
、
猟
師
町
役
人
申 

上
候
は
、
入
上
覧
格
別
の
思
召
を
以
、
弐
拾
分
一
御
上
納 

御
免
被
成
下
、
當
村
へ
被
下
置
候
段
、
難
有
義
に
付
、
首 

尾
能
一
日
も
早
く
無
難
に
取
片
付
申
度
旨
、
然
ば
鯨 

切
取
候
て
製
し
方
、
猟
師
町
と
も
不
手
掛
儀
に
付
、
脇
方 

へ
入
札
申
付
。
尤
入
上
覧
候
品
を
見
せ
も
の
等
に
差 

出
候
儀
は
恐
入
候
に
付
、
則
當
浦
へ
貰
請
、
地
元
奇
麗
の 

所
へ
埋
申
度
旨
申
立
候
。 

一 

三
宿
役
人
へ
被
仰
渡
候
は
、
猟
師
町
に
お
い
て
、
當
時
鯨 

見
物
人
群
衆

ぐ
ん
じ
ゅ

い
た
し
候
に
付
、
三
宿
役
人
申
合
候
て
、
喧
嘩 

口
論
無
之
様
、
且
火
の
元
取
締
方
入
念
可
申
旨
被
仰
付
候 

間
、
其
旨
相
心
得
、
且
又
猟
師
町
に
て
、
當
時
主
役
無
之
候
に
付
、 

別
て
心
添
可
致
旨
被
仰
聞
候
。
猟
師
町
の
も
の
共
儀 

も
、
三
宿
役
人
へ
取
締
方
被
仰
付
候
間
、
其
段
心
得 

可
申
旨
被
仰
渡
候
。 

猟
師
町
名
主
無
之 

年
寄 

 
 

与
惣
兵
衛 

組
頭 

 
 

三
十
郎 

百
姓
代 

 

作
兵
衛 

品
川
宿 名

主 
 

 

吉
左
衛
門 

同 
 

 
 

庄
十
郎 

名
主
兵
三
郎
後
見
兼 

問
屋 

 
 

宗 

蔵 

名
主 

 
 

仁
兵
衛 

問
屋 

 
 

善
兵
衛 

 

         

・
三
宿
：
歩
行
新
宿
・
北
品
川
宿
・ 

南
品
川
宿 

 

・
主
役
無
之
：
こ
の
時
期
、
何
故
か

名
主
が
空
席
だ
っ
た
。 
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同
見
習
久
五
郎
代 

年
寄 

 
 

 

留
平
次 

一 

鯨
持
返
り
引
返
、
其
外
弁
當
持
送
り
、
附
添
村
役
人 

と
も 人

数 
 

百
三
拾
七
人
へ
御
扶
持
米 

米
弐
石
五
斗
五
合 

但
壱
人
に
付
壱
升
五
合
づ
ゝ
、
日
数 

二
日
一
夜 

右
は
小
嶋
専
右
衛
門
様
被
仰
渡
、
南
品
川
宿
置
米
の
内 

を
被
下
候
。 

一 

鯨
落
札 

 
 

 
 

芝
口
宇
田
川
町
家
主
六
郎
兵
衛
店 

請
負
人 

 
 

作
兵
衛 

代
銭 

弐
百
七
拾
貫
文 

金
に
直
し
四
拾
壱
両
弐
分 

銀
弐
匁
三
分 

一 

鯨
切
取
候
迠
、
御
掛
り
御
手
代
安
藤
所
市
殿
御
詰
合
候
積 

に
て
、
小
嶋
専
右
衛
門
様
御
引
拂
被
成
候
。 

一 

六
日
朝
七
時
よ
り
鯨
代
取
に
懸
り
間
、
御
出
役
よ
り
御
役
所
へ 

御
用
状
差
出
候
。 

一 

七
日
、
請
負
人
對
決
故
に
、
上
身
黒
皮
の
処
三
樽
、
猟
師 

町
へ
受
取
申
候
。 

一 

七
日
、
大
貫
様
・
宮
川
様
、
鯨
代
取
為
御
見
分
御
越
被
成
候
。 

一 

猟
師
町
よ
り
鯨
三
樽
、
上
身
の
分
、
御
役
所
へ
差
上
候
積
の 

所
、
日
柄
相
立
候
ゆ
へ
哉
、
甚
匂
ひ
あ
し
く
、
尤
油
の
匂
ひ 

の
由
申
も
の
も
有
之
、
且
風
味
も
不
宜
、
是
又
生
鯨
製
し 

方
有
之
候
ゆ
へ
に
候
得
共
、
篤
と
存
候
も
の
も
無
之
、
依
て
御 

役
所
へ
差
上
候
儀
は
止
め
に
相
成
候
。 

一 

鯨
海
上
深
き
方
に
て
切
始
、
追
々
浅
方
へ
引
付
切
る
。 

一 

九
日
、
御
役
所
御
買
上
品
左
の
通 

一 

上
身
黒
皮
の
所
、
目
方
壱
貫
八
百
目
程 



 

11 

 



 

12 

  

一 

は
ら
も
の
所 

七
百
目
程 

一 
百
尋 

一 

歯 

一 

便
穴 右

は
十
日
朝
、
御
出
役
よ
り
被
差
上
候
、 

一 

右
同
断 

 
 

 

一 

脳
味
噌 

 
 

 

一 

本
骨 

四
つ 

一 

薄
骨 右

は
十
日
夕
、
船
に
て
被
差
上
候
、 

一 

十
一
日
、
鯨
の
頭
、
猟
師
町
へ
請
取
、
残
候
分
引
拂
に
相
成
候 

大
師
河
原
辺
に
て
、
皮
肉
其
外
と
も
不
残
油
に
煎
候 

趣
請
人
申
候
。 

一 

十
二
日
、
今
般
鯨
突
留
一
件
に
付
、
猟
師
町
と
宿
方
喧
嘩 

等
も
無
之
、
以
来
と
も
双
方
に
お
い
て
無
申
分
、
且
御
出
役 

方
に
お
い
て
も
御
非
分
成
義
一
切
無
之
旨
、
双
方
役
人 

一
紙
證
文
に
て
差
上
、
御
出
役
安
藤
所
市
殿
御
引
拂 

被
成
候
。 

一 

流
寄
候
鯨 

御
定
法 

 

上
納
拾
歩
一 

一 

突
留
候
鯨 

御
定
法 

 

同
弐
拾
歩
一 

一 

鯨
繪
圖
、
次
郎
八
追
々
に
相
仕
立
、
都
合
四
拾
七
枚
認 

差
上
申
候
。 

鯨
突
留
の
始
末 

武
州
荏
原
郡
品
川
猟
師
町
に
て
突
留
候
鯨
見
分
仕 

候
所
、
別
紙
繪
圖
の
通
に
御
座
候
。
當
月
朔
日
六
半
時
頃 

海
表
騒
敷
御
座
候
に
付
、
猟
師
共
罷
出
、
見
請
候
所
、
地
先 

拾
町
程
も
沖
合
に
て
、
潮
煙
立
候
に
付
、
船
に
乗
、
見
請
候 

所
、
鯨
有
之
候
間
、
も
り
を
持
出
、
五
、
六
本
も
突
候
処
、
其
侭 

  

・
は
ら
も 

内
臓
の
ま
わ
り
の
部 

 

 

位 

・
ひ
ゃ
く
ひ
ろ 

鯨
の
腸 

 

        

・
に
る
。
せ
ん
じ
る
。
に
つ
め
る 

             

・
村
の
沖
合 
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14 

 
沖
の
方
へ
拾
町
程
も
お
よ
ぎ
出
候
間
、
追
々
魚
船
乗
付 

一
同
に
追
欠
、
向
へ
相
廻
り
取
切
候
て
、
船
板
を
た
ゝ
き
、
大 

勢
聲
立
、
猶
又
猟
師
町
地
先
字
天
王
渕
浅
瀬
の
方 

へ
追
欠
、
も
り
又
は
庖
丁
抔
に
て
、
都
合
五
十
八
ヶ
所
疵
付 

候
所
、
よ
わ
り
候
て
、
同
日
昼
九
つ
時
前
、
突
留
申
候
。
尤
外
浦
等 

に
て
疵
請
候
様
子
も
無
之
、
勿
論
鱐
掛
け
疵
等
に
無
之
、 

一
躰
雨
天
續
候
て
、
自
然
と
遠
瀬
浅
瀬
の
方
へ
漂
来 

候
儀
に
可
有
之
旨
、
浦
方
の
者
ど
も
申
立
候
。
依
之
此
段
奉
申 

上
候
、
以
上 

午
五
月 

鯨
の
色
、
最
初
は
青
黒
き
方
、
次
第
に
黒
く
相
成
申
候
。 

尾 
 

 
 

 
 

壱
丈
壱
尺
九
寸 

 

（ 

３
・
６
１
ｍ 

） 

巾 
 

 
 

 
 

三
尺
三
寸
余 

 
 

（ 

１
・
０
０
ｍ 
） 

尾
の
上
廻
り 

 

四
尺
壱
寸 

 
 

 

（ 

１
・
２
４
ｍ 

） 

高
さ 

 
 

 
 

六
尺
八
寸 

 
 

 

（ 

２
・
０
６
ｍ 

） 

ひ
れ
中
の
巾 

 

弐
尺 

 
 

 
 

 

（ 

０
・
６
１
ｍ 

） 

同
長
さ 

 
 

 

八
尺
弐
寸 

 
 

 

（ 

２
・
４
８
ｍ 

） 

眼
玉 

 
 

 
 

壱
寸
八
分 

 
 

 

（ 

０
・
４
５
ｍ 

） 

長
さ 

 
 

 
 

六
寸
弐
分 

 
 

 

（ 

１
・
８
８
ｍ 

） 

潮
吹
穴
三
つ 

 

壱
尺
三
寸 

 
 

 

（ 

０
・
５
７
ｍ 

） 

背
通
り 

 
 

 

九
間
壱
尺 

 
 

 

（
１
６
・
６
７
ｍ 

） 

頭
凡 

 
 

 
 

四
間 

 
 

 
 

 

（ 

７
・
２
７
ｍ 

） 

上
鰓
よ
り
下
鰓 

六
寸
長
し 

 
 

 

（ 

０
・
１
８
ｍ 

） 

口
の
切 

 
 

 

壱
丈
よ
（
余
） 

 

（ 

３
・
０
３
ｍ
余
） 

     

・
欠
：
掛
の
当
て
字 

 

・
天
王
洲 

 

・
鱐
（
シ
ャ
チ
）
よ
る
切
傷 
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時
の
暑
に 

け
ふ
ぞ 

し
ぼ
る
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

壱
丈
壱
尺
五
寸 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
尺
七
寸 

   

寛
政
十
午
年 

 

五
月
朔
日
朝
五
時
上
る 

 

鯨
、
羽
根
田
沖
へ
漂 

 

着
、
同
三
日
、
濱
御
庭 

 

に
て
上
覧
有
之
候 

色
、
最
前
は
青
黒
き 

方
に
有
之
候
處
、
次 

第
に
黒
く
相
成
候
由 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
巾
弐
尺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

巾
壱
尺
六
寸
余 

 
 

 
 

 
 

弐
尺
五
寸 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
寸 

 
 

 
 

 
 

長
さ
八
寸 

弐
分 

  

背
通
り 

 
 

九
間
壱
尺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

目
玉
三
寸
八
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
寸
弐
分 

  
 

潮
吹
穴 

 
 

 
 

 
 

 
 

口
壱
丈
程 

 
 

 

三
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
顎
ゟ
下
顎
の
方 

 
 

 
 

壱
尺
三
寸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
寸
余 

 

     

  

    

・
羽
根
田
：
羽
田 

         

・
背
通
り
：
身
の
丈 
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品
川
沖
で
鯨
突
留
一
件 

 
 

解
説 

  

こ
れ
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
雑
事
記
」
に
収
容
さ
れ
て
い
る
史
料
で
あ
る
。 

  

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
五
月
朔
日

つ
い
た
ち

（
新
暦
で
六
月
十
四
日
）
の
朝
四
時
頃
、
品
川
猟
師
町
で
鯨
を
突
留
め
た
と

い
う
報
告
が
村
役
人
経
由
で
代
官
所
に
届
け
ら
れ
た
。 

 

品
川
猟
師
町
は
品
川
宿
の
東
に
流
れ
て
い
た
目
黒
川
の
対
岸
、
川
と
海
に
挟
ま
れ
た
狭
地
域
に
、
江
戸
湾
で
の
漁

業
に
携
わ
る
猟
師
が
住
ん
で
い
た
。
現
在
の
品
川
区
東
品
川
一
丁
目
あ
た
り
で
あ
る
。 

切
絵
図
で
見
え
る
よ
う
に
、

当
時
、
目
黒
川
は
北
流
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
流
路
が
変
え
ら
れ
、
現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
八
ッ
山
通
り
に
な
っ

て
い
る
。 

               

翌
二
日
、
報
告
を
受
け
た
代
官
大
貫
治
右
衛
門
が
見
分
に
出
向
い
た
。 

八
ツ
山
で
村
役
人
他
の
出
迎
え
を
受
け

た
大
貫
は
現
地
を
見
分
し
た
後
、
名
主
宅
で
事
情
を
聞
い
た
。 

役
所
か
ら
の
指
示
で
村
が
用
意
し
た
鯨
の
絵
と
、

代
官
が
持
参
し
た
十
二
、
三
種
類
の
鯨
絵
図
と
比
較
検
討
し
た
結
果
、「
座
頭
鯨
」
に
似
て
い
る
事
が
分
か
っ
た
。 

こ
の
鯨
の
処
理
に
つ
い
て
代
官
所
よ
り
「
入
札
」
に
よ
る
売
却
の
指
示
が
あ
り
、
代
官
支
配
の
村
々
に
廻
状
が
出

さ
れ
た
。 

 

当
時
の
「
御
定
め
」
で
は
海
岸
で
鯨
を
突
留
め
た
場
合
、
売
却
し
て
そ
の
二
十
分
の
一
を
税
と
し
て
納
め
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

「
地
方
大
概
集
」
と
い
う
文
献
に
よ
れ
ば
、
上
納
は 

・
突
き
鯨
二
十
分
の
一 

 

・
寄
鯨
三
分
の
一 

 

・
流
鯨
十
分
の
一 

 

・
切
鯨
二
十
分
の
一 

と
あ
り
、
捕
鯨
の
困
難
度
合
、
漁
民
の
苦
労
度
合
に
よ
っ
て
税
の
負
担
割
合
が
異
な
る
法
律
だ
っ
た
。 

 

 

品川猟師町 江戸切絵図一部 

 国立国会図書館ディジタルコレクション 
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村
は
鯨
を
競
売
に
し
て
、
税
を
払
う
積
も
り
で
い
た
が
、
そ
の
後
別
の
指
示
が
出
さ
れ
た
。 

将
軍
が
鯨
を
上
覧

す
る
の
で
浜
御
庭
（
現
在
の
浜
離
宮
恩
賜
公
園
）
に
引
い
て
く
る
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
。 

二
日
の
夕
方
、
村
の

漁
船
を
総
動
員
し
て
鯨
を
浜
御
庭
ま
で
引
い
て
行
き
、
三
日
、
将
軍
吉
宗
が
鯨
を
見
物
し
た
。 

こ
の
事
は
徳
川
実

紀
に
も
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。 

 
 

去
り
し
朔
日
の
夜
、
雨
ふ
り
風
つ
よ
か
り
し
が
、
品
川
の
沖
に
し
て
鯨
を
所
の
者
ど
も
と
ら
へ
得
た
り
。
お

な
じ
二
日
、
代
官
大
貫
治
右
衛
門
光
豊
査
検
は
て
ゝ
建
白
せ
し
か
ば
、
浜
の
海
手
へ
ま
は
し
お
く
べ
し
と
命

ぜ
ら
ら
、
こ
の
日
御
覧
あ
り
て
、
橘
宗
仙
院
元
周
に
仰
あ
り
て
、
狂
吟
一
首
を
た
て
ま
つ
る
。 

う
ち
よ
す
る 
浪
は
御
浜
の 

お
に
は
ぞ
と 

く
じ
ら
は
潮
を 

ふ
く
は
う
ち
海 

や
が
て
鯨
は
所
の
者
に
下
さ
る
。
背
ど
を
り
九
間
一
尺
、
高
さ
は
六
尺
ほ
ど
あ
り
し
と
ぞ
。 

 

三
日
夕
方
、
鯨
は
品
川
沖
に
引
戻
さ
れ
た
。
代
官
所
役
人
が
村
に
来
て
、
将
軍
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
上
機
嫌
だ
っ

た
と
話
し
、
先
に
指
示
し
た
入
札
競
売
を
止
め
、
直
ち
に
村
で
勝
手
に
処
分
し
て
良
い
と
の
許
し
が
あ
っ
た
。 

噂
を
聞
い
た
人
達
が
押
し
寄
せ
て
来
た
。
鯨
見
物
の
舟
が
各
地
か
ら
や
っ
て
来
て
大
混
乱
に
な
っ
た
。
村
役
人
か

ら
村
人
に
、
喧
嘩
口
論
な
き
よ
う
、
火
の
元
に
注
意
す
る
よ
う
、
な
ど
の
異
例
の
指
示
が
出
た
ほ
ど
だ
っ
た
。 

 

村
に
は
鯨
解
体
処
理
の
経
験
者
が
居
ら
ず
、
上
覧
に
な
っ
た
鯨
を
見
世
物
に
す
る
事
も
憚
ら
れ
る
事
な
の
で
、
そ

の
ま
ま
砂
浜
に
埋
め
る
案
も
出
た
が
、
や
は
り
売
却
す
る
事
に
な
り
、
宇
田
川
町
の
作
兵
衛
と
い
う
者
が
二
百
七
十

貫
文
、
金
に
し
て
四
十
一
両
余
（
一
両
十
五
万
円
と
し
て
約
六
百
万
円
）
で
落
札
し
た
。 

 

新
暦
で
い
え
ば
六
月
、
暑
い
季
節
で
あ
る
。
鯨
の
痛
み
も
早
か
っ
た
。
鯨
肉
の
良
い
と
こ
ろ
を
三
樽
ほ
ど
、
御
役

所
に
献
上
し
よ
う
と
し
た
が
、
悪
臭
が
ひ
ど
く
、
風
味
も
悪
か
っ
た
の
で
、
上
納
取
り
や
め
に
な
っ
た
。 

 

十
一
日
、
鯨
の
皮
な
ど
い
く
つ
か
の
部
分
は
役
所
に
届
け
、
頭
部
分
は
猟
師
町
で
受
取
り
、
そ
の
残
り
の
部
分
は

落
札
し
た
作
兵
衛
が
、
川
崎
の
大
師
河
原
で
、
釜
で
煮
て
油
を
取
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。 
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① 

鎧
の
渡 

運
賃
増
銭 

 

② 

品
川
沖
で
鯨
突
き
留
一
件 

  

③ 

江
戸
城
金
蔵
破
り 

 

④ 

川
崎
宿
関
札
一
件 

 

⑤ 

吉
田
松
陰
密
航
未
遂
事
件 

 

⑥ 

「
お
銀
様
を
訪
ね
て
」
遊
相
日
記
よ
り 

 

⑦ 

改
元
の
こ
と 

 

⑧ 

シ
ー
ボ
ル
ト
事
件 

 

⑨ 

時
の
鐘 

⑩ 

大
坂
大
孝
子
五
人
伝 

⑪ 

ガ
ル
ト
ネ
ル
事
件 

⑫ 

駆
込
み
寺
東
慶
寺 

⑬ 

浅
田
兄
弟
敵
討
一
件 

⑭ 

七
代
目
・
八
代
目
団
十
郎
の
こ
と 

⑮ 

江
之
島
紀
行 

 
 以

下 ・  

伊
能
家
拝
領
屋
敷
の
そ
の
後 

・  

呂
宋
国
漂
流
記 

・ 

大
奥
御
乳
持
募
集 

・ 

柳
沢
騒
動
（
護
国
女
太
平
記
よ
り
） 

・ 

日
向
飫
肥
藩
人
買
舟 

・ 

大
岡
政
談 

・ 

大
石
良
雄
復
讐
覚
書 

・ 

杵
築
藩
邸
か
ら
見
た
桜
田
門
外
の
変 

・ 

も
う
ひ
と
つ
の
松
の
廊
下
刃
傷
事
件 

・ 

和
宮
降
嫁 

中
山
道
の
旅 

・ 

和
宮
降
嫁 

大
奥
入
り 

・ 

鎗
ヶ
崎
事
件 

・ 

永
代
橋
崩
落
事
件 

・ 

絵
島
生
島
事
件 

・ 

佐
久
間
象
山
、
京
で
遭
難 

・ 

鸚
鵡
籠
中
記 

・ 

長
谷
川
平
蔵
の
こ
と 

・ 

金
札
通
用
状
況
報
告
書 

・ 

公
事
上
聴 

・ 

青
木
昆
陽
「
甘
藷
記
」 

・ 

安
政
の
大
獄 

・ 

絵
本
「
桜
田
門
外
の
変
」 

・ 

天
保
御
救
米
事
件 

・ 

生
麦
事
件 

・ 

町
与
力
の
鎌
倉
海
岸
砲
術
稽
古 

・ 

佐
々
木
卯
之
助
事
件 

・ 

武
士
の
絵
日
記 

・ 

改
元
紀
行 

上 
・ 
改
元
紀
行 

中 

・ 
改
元
紀
行 

下 

・ 

享
保
貢
象
１ 

長
崎
か
ら
京
都
ま
で 

・ 

享
保
貢
象
２ 

京
都
か
ら
江
戸 

・ 

享
保
貢
象
３ 
象
の
江
戸
暮
ら
し 

・ 

天
保
十
五
年
江
戸
城
本
丸
火
災 

・ 

安
政
大
地
震 

・ 

ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記 

・ 

蚤
・
虱
・
蚊
仲
間
口
上
書 

・  

明
治
百
五
十
年
記
念
①
慶
喜
東
帰 

・ 

明
治
百
五
十
年
記
念
②
官
軍
下
向 

・ 

明
治
百
五
十
年
記
念
③
江
戸
城
無
血
開
城 

・ 

明
治
百
五
十
年
記
念
④
小
栗
上
野
介
の
最
期 

・ 

明
治
百
五
十
年
記
念
⑤
上
野
戦
争 

・ 

秀
忠
の
人
と
な
り 

・ 

天
保
改
革 

三
廻
り
の
報
告 

・ 

安
政
東
南
海
地
震
の
記
録 

・ 

宝
永
富
士
噴
火 

 

・ 

紙
漉
重
宝
記 

・ 

飛
鳥
山
の
こ
と 

・ 

絵
本
「
桜
田
門
外
の
変
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
ど 

    

古
文
書
講
座
講
義
録
「
古
文
書
三
昧
」
シ
リ
ー
ズ 

 

刊
行
予
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

太
字 

既
刊 
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